BUFFALO 


BSHSBT02 

取お説明書 



本書は、本製品の取扱いについて説明しております。 

本製品をお使いになる前こ必ずお読みになり、正しくご使用ください。また、裏面の注意事項も必 
ずお読みくださし、。 



C ) 




くパソコンで巧電する場合> 



1 . USB ケーブル傳用ミニコネクター)を本体の充電ポートに接続します。 

2 . USB ケーブル ( A コネクター）をパソコンの USB ポートに接続します。 
LED ランプがホく点灯します。 

3 . LED ランプ';肖灯したら充電完了です。 


< AC アダプターで充電する場合> 



1 . USB ケーブル傳用ミニ〕ネクター）を本体の充電ポートに接続します。 

2 . USB ケーブル ( A コネクター）を AC アダプターに接続します。 



い 


使用方縱細媛徽 




本製品と Bluetooth 受信機 (へ'ン ドホン、スピーカー等)のペアリング婚撤作業を行います。 


r #| -本製品と接続を巧ラ受信機との距離を近くし障害物がない場所で巧 
山」ってください。 

.止を. ペアリングコードが対応していない機器な&全ての Bluetooth 機器と 
組み合わせでの動作はな証しておりません。 

-この製品は音青出力の Bluetooth 送信機です。携帯電話などの音青入 
力には対応しておりません。 


1 . 本製品を 3.5 mm ステレオミニジャクを装備した才ーディオ機器に接続し、本製品 
の電源がオフのまま、ペアリングボタンを約6秒間巧し続けペアリングモードにし 
てください。 

2 . Bluetooth 搭載の機器の付属マニュアルにしたがって、ご利用の Bluetooth 機器の 
ペアリング(初期設定)を行ってください。 

X ペアリングが開始されると、 LED ランプの青色 LED と赤色 LED が交互に点滅します。 

3 . 本製品が順次対応ペアリングコードでの接続を試みます。 

ペアリングが成功すると、 LED ランプが青色 LED とホ色 LED が交互の点滅から青色 
LED が約1秒間に1回点滅に変わり接続完了となります。 

《 "1 234"、110000 II 、"8888"、"1111"、 "7777" の順にペアリングコードでの接続を試 
みます。そのため、ペアリングコードによっては完了までに時間がかかります。 
ペアリングが失敗した場创ホ、本製品の電源をオフにし、再度手順1からやり直 
してください。 



無線インターフエース 

準拠規格 : Bluetooth Ver .2.1 + EDR ( Bluetooth ) Class 2 準拠 
伝送方式:周波数ホッピングち式スペクトラム拡散 tH - SS ) ち式 

対応プ□ファイル 

A 2 DP (オーディオ） 

SCMS-T (著作権な護ほ術)対応 

対応機器 

03.5 mm ステレオミニジャック ( OUT ) を搭載した 
パソコンまたは AV 機器 

送信周波数範囲 

2.4 GHz (2402 〜2483.5 MHz ) 

基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等とは混 
信しませんが、これらの機器が 2.4 GHz 帯の無線を使巧する場 
合は、逼信が発生する可能性があります。 

対応ペアリングコード 

0000、1111、1234、7777、8888 

通信出力 

最大 2.5 mW (class 2) 

通信距離 

約 lOm 値用環境によって異なります） 

連続待受時間 

最大約300時間(充電約3時間） 

連続駆動時間 

最大約11時間 

柄部バッテリー使用時、使巧環掛〔よって異なります。） 

対応コーデック 

Subband Codec ( SBC ) 

動作環境 

温度: 5〜40で、湿度: 20〜80% (結露なきこと） 

外お寸法 

W 56 XD 29 XH 7 mm (突起物含まず本体のみ） 

重量 

約 14 g (本体のみ） 


.藻^» 


SCMS - T に対応していますか。 

与 本製品は SCMS - T に巧応していますが、音楽再生機器が巧応していない場合、ワンセ 
グ等の音声出力ができません。 

巧電時間はどの程度み要ですか。 

う 電池の状態によりますが、約3時間で充電完了となります。 


LED のま示 


状態 

動作 

電源 ON 

青色 LED が約1秒間に3回点滅します 

電源 OFF 

ホ色 LED が約1秒間に3回点滅します 

ペアリング中 

青色 LED とホ色 LED が交互に点滅します 

待機中 

青色 LED が約2砂毎に1回点滅します 

接続中 

青色 LED が約1砂毎に1回点滅します 

充電時期 

赤色 LED が約5秒毎に3回点滅します 

充電中 

赤色 LED が点灯します 

ホ雨たマ 
ソし gJI ： J 

赤色 LED が消灯します 


ボタン機能 


機能 

ボタン操作 

電源 ON 

ボタンを約3秒間長押しすると、青色 LED が1秒間 
に3回点ミ威します 

電源 OFF 

ボタンを約3秒間長押しすると、赤色 LED が1秒間 
に3回点滅します 

ペアリング 

ボタンを約6秒間押し続けると、青色 LED とホ色 

LED が交互に点滅します 

再接続(ペアリング後） 

短くボタンを押します 


3 . AC アダプターをコンセントに差し込みます。 

LED ランプがホく点灯します。 

4 . LED ランプ';肖灯したら充電完了です。 

く充電時期> 

LED ランプがホく点滅しはじめたら、上記の方法で充電してください。 

p / l 付属されてし、る USB ケーブル1 乂かはのものは使用しないでください。 

ミち意 


巧電しながら使用することができますか。 

=>充電しながらご使巧はできません。 

マルチペアリングに対応していますか。 

与該当製品はマルチペアリング機能に対応しておりません。 

Bluetooth Classi の機器と接続することができますか。 

与接続することができます。 Cla だ1機器と Cla だ2機器の接続時の通信距離などは Cla だ2 
の电のになります。 

異なるバージョンの Bluetooth 機器と接続できますか。 

=>接続することができます。 Bluetooth は下位互換となりますので 、 Bluetooth Ve 口.0機 
器と接続したときの接続手順は Bluetooth Ve 口.0の接続手順となります。 

使用時にノイズが発生する。 

与無線ですので、電波の障害となる遮蔽物が間に入るとノイズの原因となります。 

音が途切れる、ノイズがひどし、。 

与 本製品と接続した携帯電話を飽の中に入れたり、ホルダー等を使用した場合、電波 
状態が悪化し音が途切れたり、ノイズが大きくなることがあります。 


安全にお使いいただくために必ずお守りく 
ださい 


お客様や他の人々への危害や損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくため 
に守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、おずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。 
なお、本書には轉社製品だけでなく、脾巧製品を組み込んだパソコンシステム運巧全般 
に関する注意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったため 
にをじた本製品の巧障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了 
承ください。 

巧用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意な 


A を巧 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項をずらない 
と、使用者が死亡または、重症を負う危険が差し迫って生じる可能性が想定される 
内容を示しています。 

A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の指示をずらないと、使 
用者が死 t または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表ちのを意き項を守らないと、使巧者がけがをしたり、物的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


お記号の意巧 


A 

A は、警告•ま意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容(例：水感電ま意)が描 
かれています。 

S) 

〇に斜線は、してはいけないま項(禁止事域をちす記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例：®分お禁止） 

• 

•は、しなければならない行為を示す記号です。 

•の近くに、具体的な指示内容(例:をプラグをコンセントからほく）が描かれています。 


A 危巧 


( C \ 本製品を火の中、電子レンジ、オーブンや高圧容器に入れないでください。また、本製品を加熱 
じゾしたりしないでくださし、。 

破誤、発火や火傷の原因となります。 


本製品から漏れ出た液が目に入ったときは、きれいな水で洗い流し、すぐに医師の治 
療を受けて下さい。 

目に障害をちえる恐れがあります。 


本製品の充電には、がず本製品付属の接続ケーブルを使用してください。 

。プラグ、ジャックの端子を シヨー トさせないでくださし、。 

発熱、破裂、発火や火傷の原因となります。特にコインやネックレス、ヘアピンなどの金属製品といっしょに携 
-A 帯•保管しないでください。 

§ 

直射日光の当たる場所、炎天下の車中、暖房器具の近くでの使巧または放置をしないでくださ 
い。 

破裂、発火や乂傷の原因となります。 

かお禁止 

本製品の分锅•改造離を自分でしなし、でくださし、。 

発熱、破裂、発火、火傷や感電の原因となります。また、本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお 
断りすることがあります。 


A 警告 


A 本製品を取り付け、使用する際は、がずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示する 
^警告•注意指示に従ってくださし、。 


液体や異物などが内部に入ったら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF にし、コン 
セントから電源プラグを抜いてくださし、。 

mi ® 言ミグをそのまま使用を続けると、 シヨ— 卜して火災になったり、感電する恐れがあります。鞋社サポ—トセンタ—ま 
たはお買い求め販売店にご相談ください。 


煙が出たりをな臭いや音がしたら、パソコン及び周近機器のスイッチ OFF にしコンセントから電源プ 
もラグを巧いてくださし、。 

を 1 ミミ^をそのまま使用を続けると、 シヨ- 卜して火災になったり、感電する恐れがあります。辟社サポ-トセンタ-また 
は、お買いホめ販売店にご相談くださし、。 


4 R 本製品を落としたり、強い衝撃をちえたりしないでください。与えてしまった場合は、すぐに電 
W 源スイッチを OFF にし、コンセントから AC アダプターを抜いてください。 

言そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。辟社サポートセンターまた 
は、お買いホめ販売店にご相談ください。 


〇 

強制 

接続ケーブルは、がず付属品（または指を品）をご使巧ください。 

付属品（または指定品）が外をご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあります。この場 
合、発煙や発かの恐れがあります。本製品の故障の原因ともなります。 

(§) 

水場での 
使用禁止 

風呂場など、水分や湿気の多い場巧では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

( S ) 

禁止 

濡れた手で本製品に触れないでくださし、。 

パソコンおよび周辺機器の電源プラグがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コ 
ンセントに接摘されていなくても故障の原因となります。 

〇 

強制 

小さなお子様が電気裝品を使巧する場合には、本製品の取りおいち法を理辭した大人の監 
撤指導のもとで行うようにしてくださし、。 

〇 

強制 

プラグ、ジャックの周逊〔ほこりが付着している場合は、乾いた布でふき取ってくださし、。 
そのまま使用すると火災、感電の原因となります。 


A ま意 


A パソコンおよび周辺機器の取り巧し、は、各マニュアルをよく読んで、各メーカーが定める手順に 
~従ってください。 

〇 静電気な胡封員を巧ぐたか本製品に細れる前に身近な金属(ドアノブや乃にサッシなど)に手を触 
れて、身体の静電気を取り除くよラにしてください。 

3 b " II 人体からの静電気肤本製品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあります。 


A 動作環境内 （5 て〜40で）でお使いください。 

^低温時には、本製品（電池)の性能がほ下することがあります。 

〇 本製品の取り你ナ/取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いの/かコン環境を 
少しで'も変更するときは、変更前に必ず/《ソコン内(ハードディスク等)のデータをすべて M 0 ディス 
® 制ク、フロッピーディスク等にバックアップしてくださし、。 

誤った使いちをしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害 
を最小限に抑えることができます。バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、辟 
社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 



次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響を 
及ぼすことがあります。 

•強い磁界が発生するところ 
•静電気が発生するところ 

•温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ 
一巧障の原因となります。 

•振動が発生するところ 
一けが、故障、破損の原因となります。 

•平らでないところ 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
^故障や変巧の原因となります。 

•漏電または漏水の危陵があるところ 
^故障や感電の原因となります。 


Q シンナーやベンジン等の有機溶剤で本裝品を拭かないでくださし、。 

本製品のよごれは、乾いたきれいなおで巧いてくださし、。巧れがひどい場合は、きれいな巧に中せ洗剤を含 
» ^ ませ、かたくしぼってから巧きとってくださし、。 


お問い合わせ 


お問い合わせについては、丄乂下の順にてご確認いただきますようお願いいたします。 

マニュアル （印刷物、添付 CD 等）をご確認ください。 


弊社ホームページにて 

最新 FAQ 情報、最新ドライバダウンロードを ご確認ください。 



ホームぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ ^ 


上記で改善しない場合は、 テクニカルサポートセンターへ お問い合わせください。 


Web でのお問い合わせホ 


http://buffalo-kokuyo.ip/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせホ 


050 - 5805-9384 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないよラにごま意ください。 


050 - 3163-3177 


月〜± (日•祭日、年末年始除く) 
9:30〜12:00/13:00〜18:00 


※〇50から始まる IP 電話を利用しています。 



修理品の発送を ( A ) 

く送付先> 

〒470-1121愛知県豊巧市 西 川町島原 1-1 
バッファローコクヨサプライ修理センター巧 


の充電が終わったら、ケープルをおいてくださし、。 

強制 


〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 
条例の内容については、各地ち自治体にお問い合わせください。 
wj 本製品には、リチウムポリマー電池 ( Li - Po ) が使われています。 


〇 本製品は定期的に充電してください。 

本製品に内蔵されている電池の性能が劣化するのを防ぐことができます。 


■電波に関する注意 

•本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技術基準適合証 
明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、 
日本国内でのみ使用できます。 

•本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、が下の事項をおこなうとま律で罰せられることがあ 
ります。 

•本製品を分解/改造すること 
•本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 
•本製品は、次の場所で使巧しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使用しているものの 
近く (環境により電波が届かない場合があります。） 

参本製品は、が下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(免許を要する無線局） 

感特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

• AirStation 製品、無線 LAN アダプター製品 
•無線磯能を搭載した LinkStation、LinkTheater 

•本製品を側する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、が下のき項にま意してくだ 
さい。 

1本製品を使用する前に近くで移動体識別用の構内無編及び特定か電力無線局が運用されていないこ 

レを右を呈夕 I 了ぐド’- H 、 

2万一、本製品から移動体識別巧の構内無線局に巧して電波干渉の事例が発生した場合は、速やか 
に本製品の使用場所を変えるか、または電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。 

3その他 S 本製品から移動侍識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉のま例が発生した場合など何 
かお困りのことが起きたときは、弊社サポートセンターへお問し、合わせくださし、。 


保証契約約款 


この約款肤お客様が睛入された醉巧製品について、修理に閱する保証のを件等を規定するものです。お客様が、この約款に規をされたを項に同意巧けな 
い場をは保証契約を巧リ消すことができますが、その場合は、ご購入の製品を使用することなく販売店または醉社にご返巧下さし、。なお、この約款により、お 
客様の法律上の巧利が制旧されるものではありません。 

第1を淀鼓 

1この約款において、「保証書」とは、保泣が間に製品が故障した場合に弊社が僅理を行うことを巧した重要な証明書をいいます。 

2この約款において、「巧障」とは、お客様が正しい巧巧ちまに基づいて製品を作動させた場合であっても、製品が正常にお能しないが態をいい 
ます。 

3 口饼 tiw [おいて、「細と成裝品があ障した齡、麵端な巧巧当誠姬1酌のいいます。 

4この約款において、「無償保 SEJ とは、この約款に規定された条件により、巧社がおぎなに対し無償が理をお約束することをいいます。 

5この約款において、「有憤修ま J と 


巧障個所の修理をいいぎす。 

6この約款において、「製品」とは、 
第2条(お償保亞） 


とは、製品が巧障 I 
辟社が眼売に際 I 


した場合であって、巧偵保なが適用されないとき、お客様から費用を頂載して弊社が行う当該 
して巧包されたもののうち、本体部分をいし、、付属品および添付品などは含まれません。 


I 製品が巧障した場合、お客紛ま、保証書に記載された保 SE 期間内に巧社に対し修理を依頼することにより、無償保なの適巧を受けることがで 
きます。但し巧の各号に掲げる場合は、保な巧間内であってもお償保証の適届を受けることができません。 

をご依頼される際に、保証書をご提示頂けない場合。 

证書が、製品るおよび製品シリアル No 等の重要事項がホ記入または修正されていること等により、搞造された疑いのある場 
合、または製品にき示されるシリアル No 等の重要き項が消去、削除、もしくは改ざんされている場合。 

1販売店様が保窗書にご睛入日の証明をされていない場合、またはお客様のご賭入日を巧 
合。 

;お客様が製品をお買い上 t 補いた粮お客様による運送またはを ，、落下または衝單等に超因して巧瞎または破損した場合。 

をするを 


>お客様における使用上の誤り、不当な改造もしくは修理、き 



^きる書類（レシートなど)が添イすされていない場 


もまたは、 

ぶ、地涅、落雷、風水害、その他天変*也を、または、置常電圧など 
;消耗部品が自然摩耗または自巧劣化し、消耗部品を巧リ換える場合。 

) 前各号に掲げる場合のほか、巧障の原因が、お客様の使用ち法にあると認められる場合。 


，ものな外の钱器と 
により、巧障または; 


b の接綺 I 
:お損した 


により巧障または破損した場合。 
.た場合。 


第3を(修ま） 

この規定による^比巧のる号に規定するを件の下で実巧します。 


クニカルサポートセンタ 


くださし、。テクニカルサポートセンターについては各製品添付のマニュアル厘子マニュアルを 
| [ は宅配使など送付控^網るちまでごを付くださし、。郵 


もまた、ご掛寸時にけ 
一、 修理が困蔚な場 


ンターにごを付くだ 

含みます)または/《ッケージをご確認くださし、。尚 S を料は送付元負担とさせていたださます。また 
をします。 

痒または部品の交換もしくは巧修により行います。但し、万一、修理が困蔚な場合または修理責用が製品価格を上回る場合に 
段品と同等またはそれな上のせ能を有する他の製品と巧換するきにより対応させて頂（きがあります。 

3ハードディスク等のデータ記憶装 a またはメディアの修理に隙しましては、修理の内客により、ディスクもしくは製品を交換する場合またはディ 
スクもしくはメディアをフォーマットする場さなどがございますが、修理の睹、巧社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしませ 
ん。また、薛社は当該データの破損、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

4無償修理により、交換された旧部品または旧製品等は、巧社にて適宜お案処分させて頂きます。 

5有償後理により、受換された旧部品または旧製品等についても、巧なにて適宜巧棄のせさせて頂きますが、修理をご依頼された際におちなか 
らお巧らせ頂ければ、旧部品等を返品いたします。但し部品の性質上ご意向に添えない場をもございます。 

第4を娩責き項） 

1お客ながご睛入された製品について、弊社に故意または重大な過失げあった場合を除き、巧務不履行または不法行為にをづ< 損害賠償責任 
は、当該製品の購入代金を限度と致します。 

2お客栽がこ谓入された製品について、暖 
致しますが、当該描®こ基づく損害胤が)責にな 
3转社における保邸よ、お客様がごお入された製品の機能に関するものであり、ハードディスク等のデータ記憶装«について、記憶されたデータの';肖失 
または®損について保証するものではありません。 

第5条(有効範困） 

この約款は、曰本国巧においてのみ有効です。また巧外でのご'使用につさましては、巧社はいかなる保な电いたしません。 


银つた齡故; 
に任じませ心 
f れた製品の機能に I 


この規定にかかわらもお憤にて当^しまななし您品または同等品に娜 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調ち式 

FH - SS ち式 

想定干渉距離 

10 m が下 

周波数蜜要の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特 
定小電力無線局」帯域を回避不可 


• 裝品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に睛入された 
製品とは一部異なることがあります。 

• BUFFALO ™ は、株式会なメルコホールデイングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標 
または登録商標です。本書では、™、®、◎などのマークは記載していません。 

株式会社バッファロ-コクヨサプライ 初版発行2009/9/16 

BSHSBT 02 取扱説明書 KM 00-0099-00 































































































































































































